
2012.4.1 いずのくに

韮
山
反
射
炉
の
平
成
27
年
度

世
界
遺
産
登
録
を
、
市
民

一
丸
と
な
っ
て
目
指
そ
う
―
。
韮

山
時
代
劇
場
で『
世
界
遺
産
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
〜
韮
山
反
射
炉
を
世
界

遺
産
に
』を
開
催
。
４
４
０
人
の

来
場
者
が
、
海
外
の
専
門
家
に
よ

る
韮
山
反
射
炉
の
話
に
聞
き
入
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
慣
れ
親
し
ん
だ
反
射

炉
の
世
界
的
価
値
を
改
め
て
実
感

し
、
世
界
遺
産
登
録
へ
の
機
運
が

盛
り
上
が
っ
た
一
日
で
し
た
。
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　韮山反射炉が世界遺産登録されれば、江川坦
庵公が海防に挑んだ日本の近代化の歴史を未
来に継承していくことができます。世界遺産登
録を、地域づくりや経済活性化にもつなげてい
きたい。地元の皆さんも応援してください。
　今後は、韮山反射炉建造当時の絵図に基づい
て、時代に配慮した景観整備をしていく努力が
必要であると思います。

来月号から、韮山反射炉の世界遺産登録への道のりや、九州・山口
の近代化産業遺産群を紹介する『世界遺産なう』を連載開始します。

　日本にとって重要な意義をも
つ韮山反射炉が、九州・山口の
近代化産業遺産群に加入するこ
とで世界的な意義をもつものに
なります。韮山反射炉は世界唯
一の、素晴らしい遺産です。

　工業化、産業化は、人類の歴
史を大きく変えました。力強い
将来の展望を与えてくれる近代
化産業遺産という存在は、世界
遺産にふさわしいものであると
思っています。

世界遺産コンサルタント
バリー・ギャンブル氏

前イングリッシュ・ヘリテージ総裁
ニール・コソン卿

　アジア初の産業革命国である
日本の急速な産業化と、それ
を支えた人々の記憶を後世に伝
えたい。世界遺産は壮大なプロ
ジェクトですが、皆さんの協力
と熱意で必ず実現できます。

　韮山反射炉は、世界の産業建
造物の中で最も古いものの一つ
です。世界中の溶鉱炉と比べて
も、韮山反射炉のように綺麗な
状態で残っている炉は見たこと
がありません。

九州・山口の近代化産業遺産群協議会
コーディネーター  加藤康子氏

国際産業遺産保存委員会事務局長
スチュアート・スミス氏

韮山 射炉が世 遺産登録 ば 江

伊豆の国市
望月良和市長

韮山反射炉を世界遺産に
世界遺産シンポジウム  

「世界遺産登録に向けてがんばろう！」と会場総決起

韮山反射炉を視察

パネルディスカッション
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署名した協定書を披露する望月市長（左）

例年より３週間ほど遅い梅の開花状況

循環型社会の構築を討論するパネリスト

城山を背に、ソーラン踊りを熱演する『樹の子』の会
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循
環
型
社
会
を
考
え
る

第
２
回
社
会
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

冬
の
冷
た
い
空
気
に
包
ま
れ
た
こ
の

日
、
大
仁
神
社
で
早
春
の
恒
例
行
事
で
あ

る
お
お
ひ
と
梅
ま
つ
り（
市
観
光
協
会
主

催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
役
の
梅
の
開
花
状
況
は
、
厳
冬
の
影

響
で
例
年
よ
り
３
週
間
ほ
ど
遅
く
二
分
咲

き
で
し
た
が
、
訪
れ
た
人
は
境
内
の
舞
台

で
行
わ
れ
た
演
芸
や
大
正
琴
の
演
奏
な
ど

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

梅
林
は
広
さ
約
60
ア
ー
ル
。
80
種

６
０
０
本
の
梅
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
は
多
く
の
行
楽
客
が
繰
り
出
し
、
写

生
コ
ン
ク
ー
ル
や
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
俳

句
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
無
料
の
甘

酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

2/18・19

主
役
の
梅
は
二
分
咲
き

第
19
回
お
お
ひ
と
梅
ま
つ
り

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
城
山
さ
く
ら
祭

り（
大
仁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）が
、

狩
野
川
河
川
敷
の
中
島
運
動
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
の
開
花
状
況
は
１
割

程
度
で
し
た
が
、
露
店
や
各
種
催
し
を
楽

し
み
に
、
昨
年
並
み
の
約
５
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
活
性
化

を
目
的
に
始
め
た
も
の
。
堤
防
上
に
は
、

同
ク
ラ
ブ
や
旧
大
仁
町
が
植
え
た
河
津
桜

並
木
が
あ
り
、
城
山
の
麓
に
咲
く
こ
と
か

ら『
城
山
桜
』と
名
付
け
ら
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
内
田
さ
ん
親
子

（
寺
家
）は「
サ
ク
ラ
は
残
念
だ
け
ど
、
美

味
し
い
露
店
の
食
べ
物
や
踊
り
な
ど
の
催

し
が
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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露
店
や
催
し
を
楽
し
む

第
３
回
城
山
さ
く
ら
祭
り
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取
り
締
ま
り
を
強
化

被
害
拡
大
防
止
に
向
け
た
協
定
締
結

　

市
と
大
仁
警
察
署
は
、
悪
質
商
法
の
被

害
拡
大
防
止
や
早
期
摘
発
を
目
的
と
し
た

『
消
費
生
活
侵
害
事
犯
の
被
害
拡
大
防
止

に
向
け
た
連
携
に
関
す
る
協
定
』を
締
結

し
ま
し
た
。
伊
豆
市
と
合
同
の
締
結
式
は

大
仁
警
察
署
で
行
わ
れ
、
望
月
市
長
と
菊

地
伊
豆
市
長
、
今
泉
署
長
が
出
席
。
協
定

書
に
署
名
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
今
後
は
消
費
生
活

侵
害
事
犯（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
悪
質
商
法

な
ど
）
に
つ
い
て
、
情
報
の
相
互
提
供
や

共
有
を
し
、
市
と
警
察
が
協
力
し
て
被
害

防
止
を
図
り
ま
す
。
同
署
の
今
泉
署
長
は

「
協
定
に
よ
り
連
携
を
深
め
、
市
民
が
悪

質
業
者
の
わ
な
に
か
か
ら
な
い
よ
う
取
り

締
り
を
強
化
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

市
社
会
教
育
委
員
会
主
管
に
よ
る
社
会

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
循
環
型
社
会
を
考

え
る
』を
あ
や
め
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

放
置
竹
林
の
問
題
と
そ
の
活
用
策
に
つ

い
て
室
伏
一
伸
さ
ん（
市
教
育
委
員
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
高
原
倶
楽
部
）が
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
で
環
境
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り

『
循
環
型
社
会
を
私
た
ち
が
ど
う
構
築
し

て
い
く
べ
き
か
』を
討
論
。
資
源
の
循
環

と
自
然
環
境
の
負
荷
軽
減
に
よ
り
持
続
可

能
な
発
展
を
実
現
す
る
方
法
を
、
１
１
０

人
の
来
場
者
と
と
も
に
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
他
会
場
で
は
、
社
会
教
育
委
員
活

動
や『
農の

土ど

香か

』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。


